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　二十歳の門出を祝い、１月３日に平成28年琴浦町成人式を行いました。成人式
のイベントとして、琴浦町青年団が「10年後の自分へ向けたメッセージ」を企画
し、新成人たちは、それぞれの輝く未来を想い描いていました。
　このメッセージは同窓会などで使用される予定です。（関連記事６ページ）
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よ
り
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
４
月
１
日
（
金
）

か
ら
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
各
種
証
明
書
を
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
休
日
や
夜

間
、
出
先
で
急
に
証
明
書
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
で

も
、
す
ぐ
に
発
行

で
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
交
付

　

証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
す
る

た
め
に
は
、個
人
番
号
カ
ー
ド
（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）
と
、そ
れ
に
格
納

し
た
電
子
証
明
が
必
要
で
す
。

●
証
明
書
の
取
得
方
法

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

に
設
置
さ
れ
て
い
る
キ
オ
ス
ク
端

末
機（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）を
使
っ

て
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

従
業
員
を
介
さ
ず
、
申
請
者
が

端
末
機
の
画
面
案
内
に
従
っ
て
操

作
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間
（
通
年
）

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

※�

年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
、
保
守
点
検
日
、

サ
ー
バ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
）
を
除
く

●
個
人
情
報
保
護
対
策

・�

利
用
者
の
多
い
コ
ン
ビ
ニ
で
も
、

個
人
情
報
が
守
ら
れ
ま
す
。

・�

証
明
書
の
発
行
、
手
数
料
の
受

領
な
ど
、
全
て
を
コ
ン
ビ
ニ
の

端
末
で
行
う
の
で
、
他
の
人
の

目
に
は
触
れ
ま
せ
ん
。

・�

証
明
書
発
行
後
、
端
末
の
音
声

ア
ラ
ー
ム
に
よ
り
、
証
明
書
の

取
り
忘
れ
を
防
止
し
ま
す
。

・�

専
用
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
用
し
て
い
る
の
で
、
個
人
情
報

の
漏
え
い
を
防
止
で
き
ま
す
。

・�

証
明
書
の
表
面
、

裏
面
に
は
高
度
な

偽
造
改
ざ
ん
対
策

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

証明書のコンビニ 交付が始まります

各種証明書の取得 がますます便利に

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

　

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
つ
い
た
カ
ー

ド
の
表
面
に
、
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
、
顔
写
真
が

掲
載
さ
れ
、
裏
面
に
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
記
載
さ

れ
ま
す
。

　

本
人
確
認
の
た
め
の
公
的
身

分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る

ほ
か
、
ｅ
─

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電

子
申
請
な
ど
が
行
え
る
電
子
証

明
書
（
有
効
期
限
５
年
）
も
標

準
搭
載
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

た
め
に
は

・�

通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
送
付

さ
れ
て
い
る
申
請
書
を
郵
送

す
る
と
、
取
得
で
き
ま
す
。

(

即
日
交
付
不
可
・
初
回
発

行
手
数
料
当
面
無
料)

・�

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
る
と
き
は
、引
き
換
え
に

通
知
カ
ー
ド
や
住
基
カ
ー
ド

を
町
の
窓
口
で
返
納
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

個
人
番
号

カ
ー
ド
を

紛
失
し
、

再
発
行
す

る
場
合
は

手
数
料
が

　

１
，
０
０
０
円

　

必
要
で
す
。

有
効
期
限

　

20
歳
未
満　

５
年

　

20
歳
以
上　

10
年

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

○
暗
証
番
号
の
照
合

　

カ
ー
ド
の
正
当
な
持
ち
主
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

暗
証
番
号
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
暗
証
番
号
は
規
定
回
数
以

上
誤
っ
て
操
作
す
る
と
ロ
ッ
ク

が
か
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
第
三
者
が
暗
証
番
号
を
不

正
に
知
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
不
正
防
止
機
能

　

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
に
は
必
要
最

小
限
の
情
報
の
み
を
書
き
込
ん

で
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
防

御
性
能
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

チ
ッ
プ
内
の
情
報
は
不
正
に
読

み
取
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

○�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き

る
方

　

琴
浦
町
に
住
民
票
の
あ
る
本

人
（
15
歳
未
満
の
方
、
成
年
被

後
見
人
を
除
く)

（裏面）

（表面）

コンビニ交付を利用するために

個人番号カードを作りませんか？

問合せ先　　町民生活課　　 　52–1704

マイナンバーに関する窓口の延長・追加の変更
　１月号の広報で、窓口時間（町民生活課）
の延長などをお知らせしましたが、地方公
共団体情報システム機構（J-LIS）本部の定
期メンテナンスのため時間を変更します。
○第２・４水曜日　17：15～20：00
○第２・４水曜日　17：15～19：00

○第３日曜日　　　　8：30～17：00
○第４日曜日　　　　8：30～17：00

↓

↓

誤

正

誤

正



　

●�

取
得
で
き
る
証
明
書
と
交
付
手

数
料

・
住
民
票
の
写
し　
　

３
０
０
円

・
印
鑑
登
録
証
明
書　

３
０
０
円

　

�

（
本
町
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い

る
方
の
み
取
得
で
き
ま
す
）

・
所
得
証
明
書　
　
　

３
０
０
円

・
課
税
証
明
書　
　
　

３
０
０
円

・
戸
籍
事
項
証
明
書　

４
５
０
円

・
戸
籍
の
附
票　
　
　

３
０
０
円

※�
コ
ン
ビ
ニ
端
末
機
で
取
得
さ
れ

た
証
明
書
の
交
換
や
返
金
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
手
数
料
が
無
料
と
な
る
証

明
書
が
必
要
な
場
合
は
、
町
民

生
活
課
窓
口
ま
た
は
分
庁
総

合
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。（
コ
ン
ビ
ニ
端
末
機
で
は
手

数
料
は
無
料
に
な
り
ま
せ
ん
）

※
個
人
番
号
、
住

　

民
票
コ
ー
ド
表

　

示
の
住
民
票
は
、

　

コ
ン
ビ
ニ
端
末

　

で
は
で
き
ま
せ

　

ん
。

●
発
行
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ（
当
面
）

・
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

・
ロ
ー
ソ
ン

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

・
サ
ー
ク
ル
Ｋ

証明書のコンビニ 交付が始まります

各種証明書の取得 がますます便利に

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
は
、

住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の
個

人
に
割
り
当
て
ら
れ
る
12
桁
の

番
号
の
こ
と
で
す
。
１
月
か
ら

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の

行
政
手
続
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
法
令
で
定

め
ら
れ
た
目
的
以
外
で
の
利
用

は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
取
り
扱

い
に
は
厳
格
な
保
護
措
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

原
則
と
し
て
生
涯
同
じ
番
号
を

使
う
た
め
、
制
度
を
悪
用
し
た

詐
欺
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
、

大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う
。

※�

漏
え
い
な
ど
大
き
な
危
険
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
変
更
申
請
で
き
ま
す
。

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用

手
続
き
な
ど
で
、
家
族
構
成
、

資
産
や
年
金
・
保
険
の
状
況
な

ど
を
聞
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・�

不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、

来
訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も

断
っ
て
く
だ
さ
い
。
不
審
な

メ
ー
ル
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

・�

金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
絶
対
に

支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問合せ先　　町民生活課　　 　52–1704

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
他
人
に
漏

れ
た
ら
、
簡
単
に
不
正
利
用
で
き

ま
す
か
？

Ａ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
手

続
き
で
は
、
必
ず
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）」
ま
た
は

「
通
知
カ
ー
ド
＋
顔
写
真
付
き
証

明
書
」
で
本
人
確
認
し
た
上
で
手

続
き
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

だ
け
を
知
っ
た
場
合
で
も
本
人
に

な
り
す
ま
し
て
不
正
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
だ

け
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

個
人
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　

　
52
─

１
７
０
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
１
８
８

Ｑ
＆
Ａ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意
く
だ
さ
い

提供する相手と
利用目的を必ず確認！

　マイ
ナンバ

ー制度
に伴い

、

個人情報
を調査し

ている。

　資産
や保険

の状況
を把握

し

ないとい
けない。

マイナンバーのセキュリティについて

�通知カードを大切に保管
　落としたり、むやみに

コピーしないようにしま

しょう。

�むやみに他人に教えない
　間違った形で使われて

しまう可能性があります。

　フェイスブックなどイ

ンターネット上に自分の

通知カードやマイナン

バーを投稿しないでくだ

さい。

安全管理のポイント

3 ことうら 2016.2



　

・�

長
期
優
良
住
宅
建
築
計
画
の
認
定
通

知
書
（
写
し
）

　

・�

住
宅
用
家
屋
証
明
書
（
原
本
も
し
く

は
写
し
）

●
雑
損
控
除

　

・�

災
害
な
ど
に
関
連
し
て
や
む
を
得
な
い

支
出
を
し
た
金
額
に
つ
い
て
の
領
収
書

●
医
療
費
控
除

　

・�

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

　

・�

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
証

明
書

　

・�

紙
オ
ム
ツ
購
入
費
は
、
医
師
な
ど
の

証
明
書
お
よ
び
領
収
書

　

・
介
護
保
険
利
用
料
の
専
用
領
収
書

●
生
命
保
険
お
よ
び
地
震
保
険
料
控
除

　

・
保
険
料
支
払
証
明
書

●
配
偶
者
特
別
控
除

　

・�

配
偶
者
の
一
年
間
の
収
入
が
分
か
る

源
泉
徴
収
票
な
ど

●
障
害
者
控
除

　

・�

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
（
要
介
護
認

定
者
の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て
は
、

町
長
の
証
明
書
が
必
要
で
す
）

　

申
告
を
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
必
要
な

書
類
を
整
理
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
必

要
な
書
類
が
不
足
し
て
い
る
時
は
、
再
度

準
備
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
収
支
内
訳
書
の
作
成
、
医

療
費
の
集
計
を
事
前
に
お
願
い
し
ま
す
。

※�

収
支
内
訳
書
の
記
入
・
医
療
費
の
集
計

の
出
来
た
方
か
ら
受
付
順
に
お
呼
び
し

ま
す
。

②�

多
額
の
医
療
費
（
診
察
費
、
薬
代
、
入

院
費
な
ど
）
を
支
払
っ
た
場
合

③�

国
や
地
方
公
共
団
体
、
特
定
公
益
増
進

法
人
な
ど
に
寄
付
を
し
た
場
合

④�

年
金
か
ら
の
源
泉
徴
収
が
あ
る
が
、
扶

養
控
除
を
届
け
て
い
な
い
場
合

※�

こ
の
還
付
の
申
告
は
、
す
で
に
税
務
署

で
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

①�

平
成
27
年
中
の
所
得
の
内
容
が
分
か
る

も
の
（
源
泉
徴
収
票
、
個
人
年
金
や
保

険
の
満
期
な
ど
の
明
細
書
、
営
業
等
・
農

業
・
不
動
産
の
収
支
内
訳
書
お
よ
び
領

収
書
）

②
印
鑑

③�

納
税
や
還
付
金
の
受
け
取
り
を
口
座
振

替
に
す
る
人
は
、
本
人
名
義
の
口
座
番
号

④�

各
種
控
除
の
証
明
な
ど
（
平
成
27
年
中

に
支
払
っ
た
も
の
）

●
社
会
保
険
料
控
除

　

・�

健
康
保
険
税
（
料
）
な
ど
の
支
払
額

が
分
か
る
も
の

　

・�

国
民
年
金
の
保
険
料
控
除
証
明
書

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

・
住
民
票
の
写
し

　

・
土
地
や
家
屋
の
登
記
簿
謄
本

　

・�
土
地
や
家
屋
の
取
得
価
格
が
わ
か
る

売
買
契
約
書
の
写
し

　

・�

土
地
や
家
屋
の
取
得
に
か
か
る
借
入

金
の
年
末
残
高
証
明
書

　

な
お
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
新
築
さ

れ
た
方
や
増
改
築
を
さ
れ
た
方
は
、
他
に

次
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
琴
浦
町
内

に
お
住
ま
い
で
、
次
の
事
項
に
当
て
は
ま

る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①�

事
業
（
営
業
等
・
農
業
）
・
不
動
産
な

ど
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
方

②�

給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
所
得
が

あ
っ
た
方

③�

公
的
年
金
に
係
る
所
得
以
外
に
所
得
が

あ
っ
た
方

④�
保
険
の
満
期
な
ど
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
方

⑤�
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
方

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
定
申
告
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①�

所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
す
で
に
勤

務
先
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る
方

②�

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
以

下
の
場
合

　

�　
（
但
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
定
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
を
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①�

住
宅
借
入
金
な
ど
を
利
用
し
て
、
家
屋

の
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改
築
を
さ
れ

た
場
合

確
定
申
告
が
必
要
な
方

税
金
が
還
付
さ
れ
る
方

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
会
場
で
の
手
順

平
成
27
年
分

確
定
申
告
に
つ
い
て

　確定申告は前年１月から12月までの１年間の所得や税額を申告し、納税するものです。
　町では、昨年事業所得の確定申告をされた方を対象に、申告の案内状を２月上旬に送付しますので、
指定の日にご来場ください。また、案内状がない場合でも、確定申告の対象となる人は、なるべく早め
に申告を済ませましょう。

申告受付期間　　2月16日（火）～3月15日（火）（土曜日・日曜日を除く）
受 付 時 間　　8：30～16：00
会　　　　場　　赤碕会場（分庁舎 2階多目的ホール）　　期間：2月16日（火）～2月26日（金）
　　　　　　　　東伯会場（本庁舎 保健センター2階）　　期間：2月29日（月）～3月15日（火）

確定申告　正しい申告と納税は期間内に！
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平
成
27
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人
で

も
、
公
営
住
宅
や
保
育
園
、
年
金
、
国
民

健
康
保
険
税
、
児
童
手
当
な
ど
、
各
種
手

続
き
に
は
税
務
証
明
書
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
証
明
書
の
交
付

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
も
、
必
ず
申
告

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
確
定
申
告

書
の
作
成
な
ど
、
電
子
申
告
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
利
用
の
前
日

ま
で
に
税
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
告
に
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
取
得
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

町
民
生
活
課
（
　
52
─
１
７
０
４
）
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す

る
と
カ
ー
ド
は
不
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

税
務
課　

　
52
─
１
７
０
２

　　　

パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
所
得
計
算
は
所

得
税
と
同
じ
で
す
が
、
年
収
が
93
万
円
以

下
の
場
合
は
、
給
与
所
得
・
事
業
所
得
・

雑
所
得
の
金
額
が
住
民
税
の
非
課
税
限

度
額
以
下
と
な
る
た
め
、
住
民
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

パ
ー
ト
や
内
職
の
収
入
額
に
よ
り
、所
得

税
、住
民
税
の
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

●
パ
ー
ト
収
入

　

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
所
得
に
な

り
ま
す
。

　

年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
の
場
合
に

は
、
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低
65
万
円
）

を
差
し
引
い
た
額
が
基
礎
控
除
の
額

（
38
万
円
）
以
下
と
な
り
、
所
得
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
内
職
収
入

　

内
職
の
「
収
入
」
か
ら
「
必
要
経
費
」

を
差
し
引
い
た
残
り
が
事
業
所
得
や
雑
所

得
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
家
庭
内
労
働
者
・
外
交
員
・

集
金
人
・
電
力
計
量
の
検
針
人
な
ど
、
特

定
の
業
務
に
対
し
て
継
続
的
に
労
務
を
提

供
す
る
人
の
場
合
は
、
収
入
金
額
内
で
必

要
経
費
と
し
て
上
限
65
万
円
を
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
収
入
が
内
職
だ
け
で
そ
の

年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
の
場
合
、
所
得

税
は
か
か
ら
ず
、
配
偶
者
控
除
を
う
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

所
　
得
　
税

所
得
税
と
住
民
税
に
つ
い
て

住
　
民
　
税

所
得
が
な
く
て
も

住
民
税
申
告
が
必
要

申
告
はイン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
便
利

所得税・住民税　課税基準
パートや
内職の収入 配偶者控除が

自分自身に
所得税が 住民税が

93万円未満
受けられる かからない

かからない

93万円超
103万円未満

かかる
103万円超 うけられない かかる

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナー」では、画面の案内に従って金額等
を入力すれば、税額などが自動計算され、所
得税、消費税及び贈与税の申告書や青色申告
決算書などを作成できます。

作成した申告書等は……

書面
提出

e-Tax
送信

※事前準備が必要です。

　「給与・公的年金専用」の申告書作成画面を新
設しました。是非ご利用ください。

所得税及び復興特別所得税・贈与　３月15日（火）
消費税及び地方消費税（個人事業者）　３月31日（木）

申告と納税は期限内に!

「確定申告書等作成コーナー」のメリット
①　税務署に出向く必要なし！
②　いつでも利用可能！
③　自動計算機能！
④　前年データの利用可能！

確定申告書等作成コーナーをご利用ください 【税務署からの確定申告会場のお知らせ】
●期間
　２月16日（火）～３月15日（火）
●相談時間
　9：00～17：00（受付は16：00まで）
●会場
　倉吉税務署（倉吉体育文化会館での相談は行
　っていません。）
●問い合わせ
　倉吉税務署（　　0858-26-2721）
　（音声ガイダンスに従い番号を選択してくだ
　さい。）
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平
成
28
年
琴
浦
町
成
人
式
を
、

１
月
３
日
に
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
７
１
人
の
新
成
人

の
う
ち
１
４
０
人
が
出
席
し
、
会

場
は
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
友
人
と
の

久
々
の
再
会
を
喜
ぶ
声
と
活
気
で

満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、

白
鳳
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
が

あ
り
、
新
春
の
お
め
で
た
い
雰
囲

気
の
中
で
の
開
式
と
な
り
ま
し

た
。
式
典
の
中
で
は
、
新
成
人
を

代
表
し
て
北
野
桃
子
さ
ん
が
町
民

憲
章
を
朗
読
し
、
德
永
瑞
穂
さ
ん

が
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
や
来
賓
か
ら
は
、

「
成
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を

持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
琴
浦
町
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お

祝
い
と
励
ま
し
の
言
葉
が
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
新
成
人
を

代
表
し
て
谷
本
将
也
さ
ん
が
「
成

人
と
し
て
の
自
覚
、
責
任
を
持
ち

行
動
し
、育
て
て
く
れ
た
町
に
少
し

で
も
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
二
十

歳
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
、
第
二
部
の
青
年
の
集
い

で
は
、
中
学
校
卒
業
当
時
の
担
任

の
先
生
方
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い

先
生
の
言
葉
に
ひ
と
き
わ
大
き
な

拍
手
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、琴
浦
町
青
年
団
に
よ
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、数
字
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
ご
と
に
カ
ー
ド
を
手
に

し
た
新
成
人
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、

盛
大
な
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年

琴
浦
町
成
人
式

二
十
歳
　

大
人
の
仲
間
入
り

　

琴
浦
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
ま
ち
ネ
ッ
ト
：
四
門

隆
会
長
）
が
12
月
16
日
、
地
方

創
生
に
お
け
る
琴
浦
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
会
員
自
ら
が

行
動
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

と
、
町
に
提
案
す
る
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
プ
ラ
ン
を
町
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

町
内
の
20
団
体
で
組
織
す

る
ま
ち
ネ
ッ
ト
で
は
、
昨
年
６

月
か
ら
毎
月
、
研
究
会
を
開
催

し
、
プ
ラ
ン
の
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の

３
本
柱
を
「
自
然
」、「
歴
史
・
文

化
」、「
農
畜
産
物
・
海
産
物
」
と

し
た
行
動
計
画
と
、移
住
定
住
促

進
の
た
め
行
政
と
民
間
の
連
携

強
化
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
実
質
ス
タ
ー
ト
と

な
る
今
年
、
民
間
団
体
が
で
き
る

こ
と
は
民
間
が
行
い
、
行
政
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
地

方
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
行
政
で
は
取
り
組
み
に
く

い
、
民
間
な
ら
で
は
の
思
い
切
っ

た
発
想
と
行
動
力
で
、
町
の
元
気

づ
く
り
の
先
導
と
な
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●�

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
詳
細

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
琴
浦
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

まちづくり
プランを町に
提　出
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●
町
長
表
彰

功
績
章

　

渡
邉
洋
一
（
２
・
分
団
長
）

　

小
椋
敏
和
（
７
・
分
団
長
）

　

上
田
啓
悟
（
７
・
副
分
団
長
）

　

米
田
弘
紀
（
２
・
団
員
）

　

米
田　

誠
（
１
・
団
員
）

　

横
山
史
典
（
５
・
団
員
）

　

大
嶋　

誠
（
６
・
団
員
）

　

村
本
裕
輔
（
８
・
団
員
）

勤
続
章

　

西
方
浩
二
（
３
・
班
長
）

　

明
穂
宏
昭
（
７
・
班
長
）

　

谷
口
佳
伸
（
３
・
団
員
）

●
団
長
表
彰

精
勤
章

　

吉
田
政
司
（
３
・
団
員
）

　

佐
々
木　

翔
（
４
・
団
員
）　

　

岩
本　

桂
（
５
・
団
員
）

　

入
江
孝
信
（
６
・
団
員
）

　

福
田　

寛
（
８
・
団
員
）

　

佐
伯
祐
貴
（
９
・
団
員
）

●
東
伯
郡
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

　

亀
井
昭
典
（
３
・
班
長
）

　

中
村
廣
文
（
５
・
班
長
）

　

小
川　

匡
（
10
・
班
長
）

　

井
上
英
之
（
10
・
団
員
）

勤
続
章

　

山
本
進
一
（
１
・
分
団
長
）

　

日
頃
の
活
動
が
称
え
ら
れ
、
22

人
の
消
防
団
員
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

※�

（　

）
内
は
在
籍
分
団
お
よ
び

昨
年
の
役
職
名

平
成
28
年
消
防
表
彰

新年を迎えて

　

鳥
取
大
学
で
は
、
「
地
域
調

査
実
習
」
と
し
て
地
域
政
策
学

科
の
２
年
生
約
50
人
が
、
１
年

間
か
け
て
琴
浦
町
の
様
々
な
分

野
を
調
査
・
研
究
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
報
告
会
を
琴
浦

町
で
開
催
し
ま
す
。

　

大
学
生
に
琴
浦
町
の
姿
は
ど

う
映
る
の
か
。
学
生
自
ら
が
現

地
に
来
て
感
じ
た
町
の
政
策
課

題
や
魅
力
を
、
提
言
・
報
告
し

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
琴
浦
町
の
く
ら
し
と
行
政
の
課
題

・�

琴
浦
町
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

・�
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を
考

え
る
―
琴
浦
町
の
現
状
を
ふ
ま

え
て
―

・
琴
浦
町
の
空
き
家
対
策

・�

琴
浦
町
に
お
け
る
知
的
障
が
い

者
の
地
域
移
行
を
考
え
る

琴
浦
町
の
魅
力
再
発
見

・�

花
見
潟
墓
地
の
過
去
と
現
在
、

そ
し
て
未
来

・�

思
い
や
り
が
支
え
た
「
マ
マ
の

店
」
の
40
年
間
と
赤
碕
駅
前
通

り
の
変
遷

・�

琴
浦
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト
の
現

状
と
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

と　
　

き　

２
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

分
庁
舎

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

問
合
せ
先　

企
画
情
報
課　

　
　
　
　
　

　
52
─
１
７
０
８

鳥取大学『地域調査
実習』報告会の開催

大学生から見る琴浦町

　

琴
浦
町
消
防
団
出
初
式
を
、
１

月
10
日
に
東
伯
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
や
来
賓
の
方
々
が
見
守
る

中
、
指
揮
者
の
号
令
の
も
と
、
分

列
行
進
や
消
防
ポ
ン
プ
車
の
点
検

を
規
律
正
し
く
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
が
「
琴
浦
町

消
防
団
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
と

う
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
も
の

が
あ
り
、
諸
団
体
や
関
係
機
関
と

連
携
を
し
て
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

琴
浦
町
消
防
団
の
門
脇
団
長
が

「
高
齢
者
向
け
施
設
の
入
居
者
た

ち
の
避
難
訓
練
な
ど
に
も
、
積
極

的
に
参
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
無
火
災
を
願

い
、下
伊
勢
堤
で
消
防
ポ
ン
プ
10
台

に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
へ
の
誓
い
を

　
新
た
に
一
斉
放
水

　
　
　
琴
浦
町
消
防
団
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　家族を介護している（していた）方が集まり、
近況報告や情報交換を行っています。また、日頃
の思いを語り合ったり、仲間と励ましあうことで
気持ちが楽になり、ピアカウンセリングの効果が
あります。
　参加者は、常連の方や口コミ、声かけで参加さ
れた方など毎回10人前後です。アドバイザーの参
加もあります。
　たまには介護にがんばる手を緩め、ホッと肩の
力を抜きませんか？お気軽にお越しください。
と　　き　第２水曜日（原則）10：00～11：30
　　　　　今月は２月10日（水）※予約不要
と こ ろ　旧中井旅館
参 加 費　無料（茶菓代100円が必要）
問合せ先　地域包括支援センター（福祉課内）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　52-1525

心を込めてそばを打つ
中学生そば打ち体験

介護をちょっとひと休み
ことうら家族の集い（介護家族の集い）

　

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
に
お
け
る
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対　

象
（
全
て
該
当
す
る
方
）

・�

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
（
特
別
障

害
者
手
当
の
場
合
は
、
重
複
し
て
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

方
）

・
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る
方

・
在
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方

支
給
要
件

・�

障
が
い
の
程
度
の
ほ
か
、
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま

す
。
（
障
害
者
手
帳
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・�

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
年
４
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

手
当
の
種
類

●
特
別
障
害
者
手
当　

支
給
額　

月
額
２
６
，
６
２
０
円

●
障
害
児
福
祉
手
当　

支
給
額　

月
額
１
４
，
４
８
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

　

認
定
申
請
書
、
認
定
診
断
書
、
公
的
年
金
調
書
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
所
得
状
況
届
、
そ
の
他
必

要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

申
請
窓
口　

福
祉
課

問
合
せ
先　

福
祉
課　

　
52
─
１
７
０
６

シ
リ
ー
ズ
障
が
い

特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児
福
祉
手
当

　

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
、

12
月
14
日
、東
伯
中
学
校
１
年
生

が
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
地
域
の

人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
農
業
へ

の
関
心
を
高
め
る
と
も
に
、
郷

土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

白
鳳
の
郷
地
域
活
性
化
協
議
会

（
会
長　

米
村
勝
利
さ
ん
）
の

ご
協
力
で
、
種
ま
き
か
ら
収

穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
一
連
の
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
で
は
、
様
々
な
大

切
な
コ
ツ
を
教
わ
り
、
各
班
で
協

力
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

失
敗
し
た
り
、
う
ま
く
い
っ
た
り

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
は
理
由
が
あ
る
こ
と
を
、
体
験

を
通
し
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ク
ラ
ス
全
員
で
手
作

り
そ
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

苦
労
し
な
が
ら
打
っ
た
そ
ば
の

味
は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
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シ
リ
ー
ズ
高
齢
者
福
祉

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　

身
の
回
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　
　
　
　

（
10
分
～
15
分
程
度
で
出
来
る
簡
単
な
作
業
）

　

・
ご
み
出
し

　

・
電
球
・
電
池
交
換

　

・
台
所
や
冷
蔵
庫
の
整
理
、
ビ
ン
・
缶
の
ふ
た
開
け

　

・
荷
物
の
移
動
・
部
屋
の
片
付
け

　

・
布
団
干
し

　

・�

代
筆
・
代
読
お
よ
び
文
書
の
提
出
代
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
役
場
・
農
協
な
ど
）

　

・�

そ
の
他

　
　

（
内
容
に
よ
っ
て
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
世
帯

�

利
用
料

　

無　

料

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
こ
ろ

　

琴
浦
町
の
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

さ
ん
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

　
52
─
１
７
０
６

ち
ょ
こ
っ
と
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス

クリスマスの慣例
　１年が終わるこの時期、我が家には伝統的にやって
おくべきことがたくさんあります。その１つが、家族
みんなでクリスマスツリー用の木をとってくることで
す。そのために車に乗って出かけたこどもの頃のこと
を思い出します。何時間も車に揺られていたような気
がします。私たちが住んでいる街が遠くに消えていき、
道は前方の山々へと続いていました。
　到着すると、何千本もの木が私たちの目の前にあり
ました。１本ずつ注意深く吟味し、申し分のないツリー
を見つけました。それをもって帰る手助けのため、業
者をよびました。彼らは大きなのこぎりで、手際よく
その木を切りました。彼らはそれを肩に担ぎ、支払い
カウンターへ運びました。そして、父が支払いをして
いる間に、持ち帰れるよう包み、車の屋根に結びつけ
ました。
　家へ戻ると、母がガレージから飾りが詰まっている
古い箱を持ってきて、いよいよツリーの飾りつけが始
まりました。離れすぎず込み合いすぎず、頃合いの飾
りつけが肝心です。父がはしごを登り、ツリーの一番
上に星の飾りをつけると、すべての作業が終わります。
私は、今でもクリスマスツリーを美しく飾りつけ眺める
ことが大好きです。このことは、今まで欠かすことな
く行っており、これからもずっと続けていくと思います。

　There are many traditions that my family has 
around this time of the year. One tradition, getting a 
Christmas tree, is something that we’ve always done 
as a family. I remember being in the car when I was 
a kid. We drove for what seemed like hours. The city 
behind us disappeared and the road paved way to the 
mountains ahead. 
　The field before us must have had hundreds or 
even thousands of trees. We carefully examined each 
one until we found the perfect tree. We called for the 
employees to help us take it back. They had large 
saws and cut the tree quickly. I remember my dad 
asked if we could help cut it as well. The workers 
didn’t mind and let us help. They carried it over 
their shoulders and took it to the payment counter. A 
worker wrapped up the tree and tied it to the roof of 
our car while my dad paid.
　Once home my mom brought some old boxes filled 
with ornaments from the garage and we started 
decorating. We made sure that they weren’t too 
spaced apart or too close together. At the end my dad 
climbed a ladder to put a star at the top of the tree– 
signifying the end of the process. I still love to decorate 
and appreciate a beautiful Christmas tree. I have never 
skipped a year, and I don’t think I ever will. 

A Christmas Tradition

From　Joshua�Fulkerson
　　　　文／ジョシュア・フォルカーソン
　　　　　（赤碕中学校英語指導助手）
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晴
天
に
恵
ま
れ
て
、
毎
年
恒

例
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
久
々
に
顔
を
合

わ
せ
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
参
加
者
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
と
準
備
体
操
の
後
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
・
マ
ラ
ソ
ン

の
部
と
も
に
、
会
場
を
次
々
と

元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
て
行
き

ま
し
た
。

　

赤
碕
会
場
は
、
初
詣
を
兼
ね

３
カ
所
（
天
乃
神
奈
斐
神
社
→

神
崎
神
社
→
亀
崎
神
社
）
を
巡
り

ま
し
た
。
東
伯
会
場
で
は
、
東
伯
総

合
公
園
を
出
発
点
と
し
、マ
ラ
ソ
ン

の
部
は
目
標
距
離
を
元
気
良
く
力

走
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
は
大
元
神

社
ま
で
元
気
良
く
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
胸
を
弾
ま
せ
、
新
し

い
年
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

武
道
館
の
鏡
開
き
を
１
月
10

日
に
総
合
体
育
館
で
行
い
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
林
克
美
館
長
の
挨
拶
に
続

き
、
剣
道
・
柔
道
・
空
手
の
各

指
導
者
が
今
年
一
年
の
目
標
を

発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

度
は
引
き
締
ま
っ
た
空
手
の
型

を
披
露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
種
目
別
に
別

れ
て
初
稽
古
を
行
い
、
気
合
の

入
っ
た
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
が

館
内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

新年を祝って 武道館鏡開き
新年 元気にスタート

元旦マラソン＆ウォーキング大会

　

稽
古
が
終
わ
る
と
、
空
手
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
会
に
よ
る
餅

つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

達
は
力
強
く
餅
を
つ
き
、
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
男
子
３
部

リ
ー
グ
制
と
女
子
２
チ
ー
ム

の
16
チ
ー
ム
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
主
な
結
果
と
個
人

賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

男
子
の
部　

一　

部

優　

勝　

出
上
青
年

準
優
勝　

Ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｎ
ｅ

３　

位　

チ
ー
ム
な
お
ん
ど

二　

部　

優　

勝　

赤
碕
町
漁
協

準
優
勝　

さ
か
ね
じ
～
じ

３　

位　

駅
前
ダ
ガ
イ
ナ
ー
レ

三　

部

優　

勝　

Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

準
優
勝　

Ｋ
Ｃ

３　

位　

キ
ャ
ベ
ツ
１
０
０

女
子
の
部

優　

勝　

Ｋ
Ｇ
Ｃ

準
優
勝　

ヒ
デ
キ
♡

個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞

一　

部　

�

前
田
直
久

　
　
　
　
　

（
出
上
青
年
）

二　

部　

小
谷
真
生

　
　
　
　

（
赤
碕
町
漁
協
）

三　

部　

吉
田
栄
作

　
　
　
　
　
　
　(

Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
）

女
子
の
部　

原
憂
花
（
Ｋ
Ｇ
Ｃ
）

優
秀
選
手
賞

一　

部　

谷
口
享
彦

　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｎ
ｅ
）

二　

部　

西
中
泰
雅

　
　
　
　
　

（
さ
か
ね
じ
～
じ
）

三　

部　

松
本
学
（
Ｋ
Ｃ
）

女
子
の
部　

森
田
紗
代

　
　
　
　
　
　
　

（
ヒ
デ
キ
♡
）

敢
闘
選
手
賞

一　

部　

天
野
公
仁
彦

　
　
　
　

（
チ
ー
ム
な
お
ん
ど
）

二　

部　

江
原
侑

　
　
　

（
駅
前
ダ
ガ
イ
ナ
ー
レ
）

三　

部　

浪
花
博
之
（
八
橋
４
区
）

得
点
王

一　

部　

谷
口
徹
（
大
山
乳
業
）

二　

部　

藤
村
将
志

　
　
　
　

（
チ
ー
ム
な
お
ん
ど
）

三　

部　

足
立
健
（
赤
碕
町
漁
協
）

女
子
の
部　

林
原
桃
華

　
　
　
　
　
　

（
ヴ
ィ
ガ
ー
ズ
）

３
ポ
イ
ン
ト
賞

一　

部　

谷
口
徹
（
大
山
乳
業
）

二　

部　

木
谷
竜
也

　
　
　

（
駅
前
ダ
ガ
イ
ナ
ー
レ
）

三　

部　

吉
田
栄
作
（
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
）

女
子
の
部　

森
田
紗
代

　
　
　
　
　
　
　

（
ヒ
デ
キ
♡
）

　
　
　
　
　

桑
本
歩
ノ
花

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
Ｇ
Ｃ
）

琴
浦
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦

10
月
25
日
・
11
月
29
日
・
12
月
20
日

スポーツ大会の結果をお伝えします

　

平
成
27
年
中
に
、
本
町
の
体
育

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
人
や
団
体
を
対
象
に
表
彰
を
行

い
ま
す
。

と　

き　

２
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
10
時

と
こ
ろ　

ま
な
び
タ
ウ
ン

　
　
　
　

と
う
は
く

　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

琴
浦
町
体
育
協
会
表
彰
式

新
春
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

１
月
11
日
　
総
合
体
育
館

　

大
会
の
主
な
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
（
20
チ
ー
ム
）

優　

勝　

Ｐ
ａ
ｉ
ｘ
（
ペ
ペ
）�

準
優
勝　

レ
ボ
ル
シ
オ
ン　

エ
ン
ジ
ョ
イ
リ
ー
グ
（
３
チ
ー
ム
）

優　

勝　

東
伯
育
成
会

準
優
勝　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｎ
Ｇ
Ｔ

ミ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ス
（
７
チ
ー
ム)

優　

勝　

サ
ー
カ
ス
団

準
優
勝　

琴
浦
町
役
場
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２
０
１
６
年
、
い
よ
い
よ
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
き
、
琴
浦
町
出

身
の
川
中
香
緖
里
選
手
が
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
に
出
場
し
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

川
中
選
手
の
出
場
に
ち
な
み
、

今
月
か
ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
ル
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
70
ｍ
の

距
離
か
ら
図
の
よ
う
な
的
（
直
径

１
２
２
㎝
）
を
射
ち
ま
す
。５
つ
の

色
に
分
か
れ
て
お
り
、黄
色
が
10

点
・
９
点
、
赤
色
が
８
点
・
７
点
、

以
下
１
点
ま
で
得
点
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
10
点
の
中
に
も
う
一
つ

線
が
あ
り
、
イ
ン
ナ
ー
10
（
採
点

時
は
Ｘ

エ
ッ
ク
ス

）
と
い
い
ま
す
。こ
れ
は
、

得
点
は
10
点
で
す
が
、ラ
ン
キ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
同
点
だ
っ
た
と
き

の
順
位
決
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
予
選
ラ
ウ
ン
ド
）
で
72
射
を
射

ち
、
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
の
対
戦
相
手

を
決
め
ま
す
。
ち
な
み
に
、
川
中

選
手
の
持
つ
日
本
記
録
は
70
ｍ
72

射
で
６
７
１
点
（
世
界
記
録
は
団

　

平
成
28
年
度
に
各
種
大
会
や
行

事
な
ど
で
、
町
内
の
体
育
施
設
を

使
用
さ
れ
る
場
合
の
受
付
を
、
つ

ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
開
始
日　

２
月
１
日
（
月
）

使
用
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
～

　
　

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）

対
象
施
設�

・
東
伯
総
合
公
園
各
施
設

　
　
　
　

（
総
合
体
育
館
含
む
）

・
赤
碕
総
合
運
動
公
園
各
施
設

・
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
東
伯
・
赤
碕
）

・�

各
小
・
中
学
校
体
育
館
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
聖
郷
運
動
広
場

・
平
岩
記
念
会
館

・
武
道
館
（
東
伯
・
赤
碕
）

手
続
方
法　

　

�　

施
設
の
利
用
の
可
否
を
確
認

し
、
所
定
の
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先　

・
総
合
体
育
館　
　
52
─
２
０
４
７

　
　
　
　
　
　
　
　
52
─
２
０
３
７

・
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

・
　
55
─
２
７
０
７

平
成
28
年
度

体
育
施
設
一
般
利
用
受
付

　

初
心
者
向
け
の
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
に
興
味
の
あ
る
方
、
集

中
力
を
つ
け
精
神
統
一
し
た
い

方
、
運
動
不
足
の
方
、
基
礎
か
ら

楽
し
く
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月
13
日
～

　

３
月
12
日
ま
で
の
毎
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館（
武
道
室
）

対　

象　

小
学
校
５
年
生
以
上

定　

員　

20
名
（
先
着
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

指
導
者　

県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

持　

物　

�

飲
物
・
タ
オ
ル
・
屋
内

専
用
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

申
込
期
間　

�

２
月
１
日
（
月
）
～

10
日
（
水
）
先
着
順

※�

運
動
の
出
来
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
と　

き　

３
月
６
日
（
日
）

●
開
会
式　

午
前
８
時
30
分
～

●
と
こ
ろ　

�

農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
種　

目　

団
体
戦　

一
般
の
部
・
交
流
の
部

　

＊
１
チ
ー
ム
７
人
編
成

　

（
性
別
、
年
齢
制
限
は
な
し
）

個
人
戦　

�

小
学
生
ま
た
は
50
歳

以
上
の
み
（
男
女
別
）

　

・
小
学
校
２
年
生
以
下
の
部

　

・
小
学
校
３
年
生
の
部

　

・
小
学
校
４
年
生
の
部

　

・
小
学
校
５
年
生
の
部

　

・
小
学
校
６
年
生
の
部

琴浦町卓球大会 アーチェリー教室　参加者募集

　

・
50
歳
以
上
の
部

※�

団
体
戦
と
個
人
戦
は
併
用
で

き
ま
せ
ん

参
加
資
格　

　

小
学
生
以
上
の
町
民
お
よ
び

町
内
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
方

申
込
締
切　

２
月
25
日
（
木
）

代
表
者
会
議
・
抽
選
会

　

団
体
戦
に
出
場
を
予
定
さ
れ

て
い
る
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
、
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

２
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時

○
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

この冬もスポーツでぽかぽか

問合せ先　総合体育館　 　52-2047　 　52-2037����

目指せ東京オリンピック　�い
い汗

　　�
かこう

体
戦
・
個
人
戦
の
６
８
６
点
）
、
平
均

す
る
と
９
・
３
点
と
な
り
ま
す
。

　

予
選
ラ
ウ
ン
ド
上
位
者
が
有
利

な
よ
う
に
、
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
で
は
１

位
対
64
位
、
２
位
対
63
位
と
い
う
よ

う
に
対
戦
相
手
が
決
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
団
体
戦
も
、
個
人
戦
と
同
じ
ラ

ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
３
人
の
合

計
点
で
、
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
の
対
戦
相

手
が
決
ま
り
ま
す
。

　

決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
次

号
で
紹
介
し
ま
す
。

　　

さ
て
、
川
中
選
手
の
近
況
で
す

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定
後
も

国
民
体
育
大
会
個
人
優
勝
、
世
界
室

内
選
手
権
選
考
会
優
勝
な
ど
、
国
内

で
は
負
け
な
し
で
す
。

　

現
在
も
２
月
の
全
日
本
室
内
選
手

権
、
３
月
の
世
界
室
内
選
手
権
に
向

け
、
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

（
室
内
選
手
権
は
体
育
館
の
中
で
18

ｍ
の
距
離
を
射
ち
ま
す
。
的
の
大
き

さ
は
40
㎝
で
す
）

リオ五輪を10倍楽しむ

テ
ン
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古布庄地区赤碕地区

　

赤
碕
地
区
公
民
館
で
は
毎
月
１
回
、
小
学

生
を
対
象
に
わ
く
わ
く
キ
ッ
チ
ン
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
４
人
が
先
生
と
な
り
、
楽
し
く

ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
野
菜
の
洗
い
方
・

切
り
方
か
ら
、
お
弁
当
作
り
や
天
ぷ
ら
料
理
な

ど
を
作
り
、
お
い
し
く
食
べ
た
後
は
、
み
ん
な
で

後
片
付
け
を
し
ま
す
。

　

12
月
17
日
は
、
16
名
の
子
ど
も
達
が
ケ
ー
キ

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
銭
本
か
ほ

さ
ん
（
小
学
３
年
生
）
は
、「
料
理
を
作
っ
た

り
、
覚
え
る
事
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
」
と
、
毎

回
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

このコーナーでは毎月、公民館の活動などを掲載します。

安田地区

　

安
田
地
区
公
民
館
で
１
月
15
日
に
、
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
作
家
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
丸
山
ゆ
き
さ
ん
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
白
地
の
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
に
、
約
40
種
類
の
絵
柄
の
ペ
ー
パ
ー
か
ら

自
分
の
好
き
な
も
の
を
選
び
、
組
み
合
わ
せ
、

デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
っ
た
ら
専
用
の
液
で
接
着

し
て
作
り
ま
し
た
。
上
手
に
作
る
た
め
の
コ
ツ

を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
作
業
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
趣
向
を
こ
ら
し
、
可
愛
い
柄
や
シ
ッ
ク
な

も
の
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
色
彩
豊
か
な
自

分
だ
け
の
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
日
本
調
理
技
能
士
会
所
属
の
プ
ロ
の

調
理
人
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
家
庭
で
も
簡
単
に

で
き
る
お
正
月
料
理
教
室
を
１
月
14
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
プ
ロ
な
ら

で
は
の
味
付
け
や
調
理
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。一
人
で
は
作
る
こ
と
が
難
し
い
料
理
の
数
々

に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
感
心
し
、
熱
心
に
調
理
し

て
い
ま
し
た
。
質
問
も
た
く
さ
ん
飛
び
交
い
、
熱
い

料
理
教
室
と
な
り
ま
し
た
。「
お
正
月
料
理
だ
け
で

な
く
、
他
の
料
理
も
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

声
も
上
が
る
ほ
ど
、
お
い
し
い
料
理
が
で
き
あ
が

り
、
目
も
舌
も
大
満
足
の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

自分に似合う色と柄はどれかな？

プロの技に釘付け

プ
ロ
直
伝�

お
正
月
料
理
教
室

小
学
生
の
た
め
の
楽
し
い�

わ
く
わ
く
キ
ッ
チ
ン

おいしくできますように

自
分
ら
し
い
作
品
を
つ
く
る�

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
教
室

第５回東伯校区交流ニュースポーツ講習会
●日　　　時　平成28年３月13日（日）
　　　　　　　９：00～11：00
●会　　　場　総合体育館アリーナ
●参 加 資 格　琴浦町住民
●内　　　容　ニュースポーツ講習会
　　　　　　　（カローリング）
　　　　　　　（レクリエーション）
●指　導　員　船上山少年自然の家指導員
●申込締切日　２月22日（月）

問合せ先　各地区公民館
　　　　　（八橋・浦安・下郷・上郷・古布庄）

　ニュースポーツを通じて健康増進と
体力づくりを一緒にしませんか。
　今回は、氷でのカーリングではなく
体育館でのカローリングになります。
　お問い合わせの上ご参加ください。

｢ニュースポーツ交流会｣
参加者募集!　3月13日（日）開催

八橋・浦安・下郷・上郷・古布庄地区公民館合同
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※区長会のお知らせ
　�　各部落に対して町からのお知らせ事項などをお伝えするため、下記のとおり区長会を開催しますの
で、お手数ですが区長の皆様はご出席ください。
　と　き　２月12日（金）19：00～　　ところ　赤碕地域コミュニティセンター（分庁舎）多目的ホール

平成28年部落区長のご紹介　～1年間お世話になります～
（敬称略）

八　橋　地　区 町住上伊勢団地 橋 谷 　 栄 継 西 仲 町 中 島 　 　 実
八橋１区代表区長 山 内 　 　 茂 中 尾 前 田 　 正 秀 西 町 中 西 　 鉄 夫
八 橋 １ 区 東 田 中 　 博 道 伊 勢 野 近 池 憲 太 郎 八 幡 町 大 黒 　 正 人
八 橋 １ 区 中 和 湯 　 政 夫 槻 下 大 区 長 山 﨑 　 　 肇 地 蔵 町 中 原 潤 一 郎
八 橋 １ 区 西 林 原 　 隆 治 槻 下 中 村 山 崎 　 　 徹 大 山 町 坂 本 　 繁 紀
八 橋 ２ 区 清 水 　 繁 行 斉 尾 高 木 　 信 夫 牧 場 草 刈 　 久 富
八 橋 ３ 区 押 本 　 昌 幸 二 軒 屋 坂 本 　 尚 樹 西 地 蔵 町 浦 邊 　 純 二
八 橋 ４ 区 井 上 　 康 裕 斉 尾 団 地 山 本 　 康 広 駅 前 通 り 住 　 　 久 光
八 橋 ５ 区 加 藤 　 洋 一 槻 下 北 団 地 小 倉 　 幸 久 花 見 町 三 好 　 秀 康
八 橋 ６ 区 榎 原 浩 一 郎 槻 下 南 団 地 後 藤 小 百 合 上 赤 碕 松 井 　 勝 壽
八 橋 ７ 区 原 田 　 孝 徳 金 屋 三 嶋 　 秀 憲 松 ヶ 丘 西 脇 　 　 馨
岩 本 藤 井 　 信 幸 下　郷　地　区 船 望 台 住 吉 真 由 美
笠 見 橋 谷 　 昌 徳 下 大 江 岡 本 　 　 功 扇 町 菊 本 　 利 勝
田 越 近 藤 　 　 弘 松 井 川 上 　 　 肇 き ら り 町 三 谷 　 徳 彦
保 大 区 長 桑 本 　 賢 治 杉 下 山 本 有 紀 彦 き ら り 住 宅 厨 子 　 敬 一
保 １ 区 島 本 　 康 弘 平 和 辻 本 　 公 洋 成　美　地　区
保 ２ 区 桑 本 　 康 司 森 藤 陰 山 　 雅 弘 南 出 上 宮 本 　 　 健
保 ３ 区 高 力 　 　 勉 上 光 好 三 浦 　 幹 雄 出 上 １ 区 西 村 　 信 喜
丸 尾 榎 田 　 勝 充 下 光 好 西 野 　 悦 雄 出 上 ２ 区 浅 田 　 清 成
徳 万 区 小 倉 　 照 美 上 釛 小 前 　 　 寿 出 上 ４ 区 浅 田 　 義 彰
大 成 押 本 　 政 朗 釛 倉 光 　 重 富 出 上 ５ 区 澤 田 　 光 秋
一 里 松 鈴 木 　 慎 二 美 好 亀 本 　 良 人 出 上 ６ 区 福 本 　 輝 夫
寿 団 地 山 内 　 俊 明 三 保 川 上 　 強 志 東 山 区 森 　 　 信 美
コーポラスことうら 田 熊 　 　 享 倉 坂 松 本 　 芳 己 桜 ヶ 丘 澤 田 　 明 則
立 石 区 寺 﨑 　 　 賢 上　郷　地　区 東 桜 ヶ 丘 森 　 　 良 治
ガーデンヒルズ 山 本 　 　 明 公 文 渡 邉 　 清 之 上 野 西 村 　 敦 郎
大 灘 団 地 大 田 　 博 人 山 田 平 野 　 順 一 緑 玉 木 　 　 輯
み ど り 園 尾 古 　 俊 文 大 杉 手 嶋 　 春 孝 水 口 今 藤 　 郁 夫
特 老 み ど り 園 坂 本 　 文 秋 福 永 山 本 　 　 浩 大 石 高 橋 　 啓 一
とうはくハイツ 齋 尾 　 博 幸 野 田 川 上 　 　 覚 今 在 家 大 石 　 久 司

浦　安　地　区 古　布　庄　地　区 分 乗 寺 池 信 　 良 治
逢 束 大 区 長 藤 本 　 則 明 野 井 倉 川 崎 　 一 馬 佐 崎 井 勝 　 一 司
逢 束 １ 区 松 本 　 純 一 中 津 原 岩 垣 　 竜 雄 上 中 村 北 野 　 　 隆
逢 束 ２ 区 田 口 　 博 文 上 三 本 杉 小 林 　 悦 也 下 中 村 小 谷 　 　 正
逢 束 ３ 区 中 原 　 俊 策 下 三 本 杉 馬 野 　 彰 博 太 一 垣 足 立 　 康 一
逢 束 ４ 区 橋 本 　 義 男 別 宮 徳 丸 三 千 雄 国 主 山 﨑 　 昭 壽
逢 束 ５ 区 米 原 　 　 悟 古 長 永 代 　 達 憲 城 山 高 力 　 清 孝
逢 束 ６ 区 高 松 　 忠 夫 矢 下 山 本 　 諭 意 安　田　地　区
逢 束 ７ 区 天 野 　 和 治 宮 場 池 口 　 洋 一 箆 津 倉 長 　 邦 彦
浦 安 大 区 長 吉 岡 　 　 正 八 反 田 横 山 　 公 人 坂 ノ 上 高 塚 　 壽 教
浦 安 １ 区 紙 本 　 克 美 上 法 万 川 﨑 　 康 晴 下 市 永 田 　 昭 正
浦 安 2 ・ 3 区 竹 田 　 博 文 下 法 万 西 田 　 範 行 向 原 安 原 　 高 志
浦 安 ４ 区 奥 田 　 頼 幸 杉 地 古 林 　 　 正 湯 坂 金 田 　 晃 典
浦 安 ５ 区 種 子 　 　 渥 赤　碕　地　区 光 真 山 　 孝 年
浦 安 ６ 区 橋 本 　 邦 彦 朝 日 町 松 本 　 朗 彦 尾 張 森 長 　 邦 夫
浦 安 ７ 区 藤 吉 　 秀 治 別 所 入 江 　 信 一 梅 田 田 中 　 幸 夫
浦 安 ８ 区 河 本 　 清 志 朝 日 ヶ 丘 林 原 　 信 治 以　西　地　区
浦 安 ９ 区 橋 谷 　 修 一 亀 崎 町 谷 口 　 正 之 竹 内 来 家 　 茂 秋
浦 安 10 区 松 本 　 成 司 港 町 和 田 　 　 實 赤 碕 金 屋 河 上 　 輝 己
浦 安 11 区 今 井 　 敬 拡 東 三 軒 屋 山 口 　 一 郎 宮 木 井 上 　 英 之
下 伊 勢 東 山 田 　 博 義 三 軒 屋 斎 藤 　 　 昇 大 熊 高 力 　 英 才
下伊勢西大区長 藤 本 　 　 登 塩 屋 町 石 井 　 雄 三 国 実 川 上 　 恭 美
下 伊 勢 西 １ 区 大 松 　 　 悟 荒 神 町 竹 森 　 　 毅 大 父 山 本 　 哲 嗣
下 伊 勢 西 ２ 区 谷 田 　 時 男 南 荒 神 町 大 谷 　 廸 夫 平 田 ヶ 平 入 江 美 喜 男
下 伊 勢 西 ３ 区 杉 本 　 一 美 東 町 田 中 　 　 猛 大 父 木 地 浪 花 　 光 夫
下 伊 勢 西 ４ 区 藤 本 　 憲 明 仲 之 町 木 村 　 　 宏 山 川 那 須 　 春 明
上 伊 勢 上 田 　 憲 一 本 町 入 江 　 敏 朗 山 川 木 地 小 椋 　 博 美
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　今月は映画鑑賞会です。明治時代に実際に行わ
れた山の測量プロジェクトを映画にした『剣岳・
点の記』を鑑賞します。
と　　き　２月10日（水）14:00 ～ 16:00
と こ ろ　赤碕地域コミュニティセンター
　　　　　　　　　（分庁舎）２階多目的ホール
上映作品　剣岳・点の記
※�送迎バスをご希望の方は、２月３日（水）まで
にご連絡ください。

問合せ先　社会教育課　 　52-1161

と　　き　２月23日（火）13:30 ～ 15:00
と こ ろ　倉吉市立図書館２階第１研修室
内　　容　職場のトラブルと対処法　
　　　　　　　　　　　～労働相談の現場から～
申　　込　事前申込必要（60人）
問合せ先　みなくる倉吉　 　23-6131

　噛む力を育てるための離乳食について、調理と
試食を交えて教えていただきます。
と　　き　２月９日（火）10:00 ～ 11:30
と こ ろ　まなびタウンとうはく　
　　　　　　　　　　　　　和室・調理実習室
講　　師　吉田�結美さん（鳥取県栄養士会会員）
対　　象　未就園児とその保護者、興味のある方
問合せ先　社会教育課　 　52-1161
　　　　　子育て支援センター
　（たんぽぽ� �55-1972・ひまわり� �24-6911
　はとぽっぽ� �52-3715・つくしんぼ� �53-0909）

　古本と保存期限切れの雑誌を無料で提供します。
と　　き　２月27日（土）～ 28日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　９:30 ～ 17:00
と こ ろ　赤碕地域コミュニティセンター
　　　　　　　　　　　　（分庁舎）入口ホール
※�古本市用提供本を２月３日（水）～ 25日（木）
に募集します。分館・本館へお持込みください。

問合せ先　図書館赤碕分館　 　55-7547

　古文書の解読に挑戦してみませんか。基礎から
学ぶことができるので、初めての方もお気軽にご
参加ください。
●準備編
と　　き　２月27日（土）　13：30～ 15：00
と こ ろ　まなびタウンとうはく 第２会議室
講　　師　大嶋陽一さん
　　　　　　　　　（�鳥取県立博物館主任学芸員）
●実践編
と　　き　３月５日・12日・19日・26日
（毎週土曜日／全４回）10：00～ 12：00
と こ ろ　まなびタウンとうはく　第２会議室
講　　師　小谷惠造さん

定　　員　各20名（先着順）
参 加 費　無料
申込締切日　２月24日（水）
申込・問合せ先　社会教育課　 　52-1161

子育て支援講座

催しもの

図書館赤碕分館古本市

古文書解読講座

学びいきいき！寿大学一般教養コース

無料労働セミナー

鳥の劇場　鳥取県内巡回公演「白雪姫」
　鳥の劇場が初めて作った親子で楽しめる作品です。手
を伸ばせば届くほどの間近に、架空の世界が現れる、そ
のワクワクをお楽しみください。
【開催日】２月13日（土）～14日（日）
【時　間】14:00開演（両日）
【料　金】大人2,500円／小学生～高校生1,000円
　　　　　（※前売り・当日とも）
【主　催】特定非営利活動法人�鳥の劇場
【共　催】特定非営利活動法人�花本美雄文化振興会
【プレイガイド】鳥の劇場（ 　0857-84-3268）
　※託児サービスあり。ご予約は鳥の劇場まで

第2回カンガルーのポケットコンサート
　昨年度好評だったカンポケが第２回目の開催となりま
す。０歳の赤ちゃんから音楽に触れることのできる楽し
いファミリーコンサートです。
【開催日】２月28日（日）
【時　間】10:30開演（10:00開場）　
【料　金】大人700円　　高校生以下無料
※年齢制限なし　赤ちゃんでも入れます。
※ハートフル駐車場・バリアフリー席対応（要事前予約）

井上陽介カルテット カウベルロビーライブ
　カウベルホールのスマイルギャラリー（ロビー）で本格
的なＪＡＺＺに浸れます。至極の時間をご堪能ください。
【開催日】３月６日（日）　　　
【時　間】15:00開演（14:30開場）　
【出　演】井上陽介・江藤良人・秋田慎治・荻原亮
【料　金】一般3,500円　学生（高校生以下）500円
※未就学児入場不可　
※�無料託児サービス・ハートフル駐車場・バリアフリー
席対応（２月26日までにご予約ください）�

2月　カウベルホールの催し物
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と　　き　２月７日（日）９:30 ～ 15:00
と こ ろ　倉吉市立図書館 ２階第１研修室
内　　容　�子どものこと、家族や知人のこと、自

分のことなど、日頃気になっている悩
みや困りごとの相談

相　　談　秘密厳守　相談無料（要予約）
予 約 先　ライフサポートセンターとっとり
　　　　　　　　　　　　 　0120-82-5858
問合せ先　みなくる倉吉　 　23-6131

　鳥取県における最低賃金が平成27年10月４日
から、１時間693円に改正されました。業種や規
模および雇用形態（常用・臨時・アルバイト・パ
ート・委嘱など）に関わらず、県内の事業所で働
く全ての労働者とその使用者に適用されます。
問合せ先　鳥取県労働局労働基準部賃金室
　　　　　　　　　　　　　 　0857-29-1705

　
　鳥取県は、県内に居住あるいは勤務している独
身の方などを対象に、１対１の出会いの機会を提
供する会員制のマッチングセンター「えんトリー」
を、県内２箇所（鳥取市、米子市）に開設しました。
　これに伴い、下記日程において出前登録会が開
催されます。登録についての事前相談もできます
ので、希望の方はご参加ください。
と　　き　２月20日（土）10:00 ～ 17:00
と こ ろ　鳥取県立倉吉体育文化会館
登録費用　10,000円（２年間有効）
　　　　　※今年度中の登録は無料（１年間有効）
そ の 他　�参加には事前の申し込みが必要です

ので、えんトリー鳥取センター（
0857-30-5151）へご連絡ください。

問合せ先　鳥取県子育て応援課　 　0857-26-7868

内　　容　�相続や相続登記に関して、司法書士、
法務局職員が無料で相談に応じます。

と　　き　２月24日（水）15:00 ～ 18:00
と こ ろ　倉吉未来中心セミナールーム3-A
予　　約　鳥取県司法書士会　 　0857-24-7024
問合せ先　鳥取地方法務局　　 　0857-22-2191

　

　若年層の定住促進を目的として、新婚世帯を対
象とした家賃の助成を行います。
対象世帯　夫婦の婚姻届出日から３年以内
助成金額　実質家賃負担額の２分の１
　　　　　　　　　　　　　　（上限25000円）
助成要件
（1）夫婦それぞれの年齢が40歳以下
（2）平成27年４月１日以降に入居した世帯
（3）自治会へ加入している世帯
（4）その他
　詳しい要件や申請方法などはホームページ、ま
たは下記へお問い合わせください。
問合せ先　企画情報課　 　52-1708

　現在、移動図書館車は町内44カ所の公民館や
保育園などを２週間に１度、巡回しています。
　平成28年度の巡回日程を作成するため、新た
に移動図書館車の巡回を希望される地区、施設を
募集しています。「図書館に行きにくいけど本を
借りたい」「手にとって本を選びたい」など、巡
回を希望される地区や施設はご連絡ください。
問合せ先　琴浦町図書館　 　52-1115

　
　連合では、公務・民間を問わず「許さない ! ワ
ークルール無視 !! パート・アルバイト・契約・派
遣などで働く人のための労働相談ホットライン」
を全国一斉に行います。
と　　き　２月４日（木）～５日（金）
　　　　　　　　　　　　　　10:00 ～ 19:00
相談番号　 　0120-1

いこうよ

54-0
れんごうに

52
　　　　　※��通年的に使用できるフリーダイヤル

です。
　　　　　　発信地近くの連合事務所に繋がります。
問合せ先　連合鳥取事務所　 　0857-26-6605

募　集

新婚世帯の家賃を助成します

お知らせ

移動図書館車まなタン号の巡回

｢連合の労働相談ダイヤル」の実施

鳥取県最低賃金が改正されました

カウンセラーによるこころの相談会

えんトリー（とっとり出会いサポートセンター）の
開設と出前登録会の開催

｢未来につなぐ相続登記」無料相談会
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●行政相談
内　　容　�役所の仕事やサービス、各種制度の手

続きに関する困りごとやご意見、ご要望
【社会福祉センター】
と　　き　２月17日（水）　9：00～ 11：00

【老人福祉センター】
と　　き　２月25日（木）13：30～ 15：30
問合せ先　総務課　 　52-2111
●夜間納税相談（あらかじめご連絡ください）
内　　容　納税に関すること
と　　き　開庁日の夜間　おおむね19：30まで
と こ ろ　役場本庁舎
問合せ先　税務課　 　52-1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般

【赤碕地区公民館】
と　　き　２月12日（金）9：00～ 11：30

【浦安地区公民館】
と　　き　２月26日（金）9：00～ 11：30
問合せ先　人権・同和教育課　 　52-1162
●健康相談
内　　容　身体の健康問題全般
と　　き　２月22日（月）9：30～ 10：30
と こ ろ　いきいき健康センター
問合せ先　健康対策課　 　52-1705
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　２月２日（火）、16日（火）
　　　　　　　　　　　　9：00～ 12：00
と こ ろ　役場分庁舎３階　農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　 　55-7809
●中部消費生活センター定期巡回相談
内　　容　消費トラブルなど消費生活全般
と　　き　２月12日（金）、25日（木）
　　　　　　　　　　　　8：30～ 17：00
と こ ろ　役場本庁舎　相談室
問合せ先　町民生活課　 　52-1703
●多重債務・法律相談会
内　　容　クレジット、消費者金融、ヤミ金融、
　　　　　各種ローンの相談
と　　き　２月19日（金）13：30～ 16：00
と こ ろ　倉吉未来中心２階　セミナールーム
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
問合せ先　中部消費生活センター　 　22-3000

内　　容　�相続・遺言/不動産の贈与・売買/貸金
などの140万円以下の民事紛争/借金・
多重債務問題/その他身の回りの法律問
題について司法書士が無料で相談に応
じます。

と　　き　２月18日（木）16:30～18:30
と こ ろ　琴浦町役場本庁舎１階相談室Ｂ
予　　約　前日までに要予約　 　52-6100
問合せ先　鳥取県司法書士会　 　0857-24-7024

診療所 介護老人保健施設はまなす
一般診療・婦人科　
（月火水金土）

入所・ショートステイ

整形外科・リハビリ
デイケア・訪問リハ

火金土（午前のみ月木）
訪問看護・訪問介護

眼　科　（月水土）
居宅介護支援
障害者福祉サービス

Tel 0858-58-2055 Tel 0858-58-6161
西伯郡大山町田中（JR山陰線中山口駅前）

※住み慣れた地域で安心生活を
お手伝いいたします。

※入院設備あります。

医療法人 佐々木医院
有料広告

ふるさと未来夢寄附金へのお礼

■平成27年度の寄附の状況（12月31日現在）

寄附金の額　　　　　　185,846,300円
ご寄附いただいた方　　　　　 7,274人

　ご寄附いただいた方のうち、希望された方
のご芳名とご住所（都道府県名のみ）は、ホ
ームページに掲載させていただいております。
HPアドレス　
http://www.kotoura-furusato.jp/
　
　ふるさと納税は税金控除対象です。確定申
告により税金の軽減が図られます。
　寄附金は積み立てた後、町事業に活用させ
ていただきます。
　町外在住のご親戚・お知り合いの方に、こ
の制度をぜひご紹介ください。
問合せ先　総務課　 　52-2111

2月の定例無料相談 司法書士による無料法律相談会
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●心の健康相談
内　　容　心の不調の相談に精神科医が対応
と　　き　２月18日（木）15：00～ 16：30
予　　約　電話予約のうえ事前面接を実施
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3147
●女性法律相談
内　　容　�法律上の助言を希望する女性相談者に

弁護士が対応
と　　き　２月17日（水）10：00～ 12：00
と こ ろ　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
予　　約　電話予約のうえ事前面接
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3152
●教育相談会
内　　容　教育に関する相談
と　　き　２月25日（木）�13：00～ 17：00
　　　　　２月29日（月）�14：00～ 16：00
と こ ろ　中部総合事務所
予　　約　前々日の正午までに電話予約
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課
　　　　　 　0857-28-2322

社会福祉協議会の無料相談

予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　 　52-3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど

【社会福祉センター】第１、３水曜日（祝日除く）
と　　き　２月３日、17日　9：00～ 11：00

【老人福祉センター】第２木曜日（祝日除く）
と　　き　２月25日　13：30～ 15：30
●法律相談
　偶数月は弁護士、奇数月は司法書士が対応します
内　　容　法律全般
と　　き　２月24日（水）13：30～ 15：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
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　春の訪れが待ち遠しいこのごろです。
　新年を迎え、皆さんが新しい目標を持って今年に向かわれることと思い
ます。今回は〝今年の目標はなんですか〟の手話をやってみましょう。

かんたんな手話vol.21シリーズ

―今月の職員―

成美保育園

入江　貴美子
１歳児の担任を
しています

今年の目標は何ですか

手話は、　　　　「手で表すことばで、目で見ることば」です顔の表情も付け加えながらやってみましょう

右手の人差し指を立てて、左右に軽く振る。

両手を下向きにして、体の前に置き少
し下げる。

今　年

5

1 2

4

　�このコーナーでは、ことうらの民話・神話等を掲載していきます。
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す

け
る
た
め

に
、
藤ふ

じ
い
し

井
氏
が
応お
う
え
ん援
に
来き

て
、
槇ま
き
し氏
と
ま

た
戦い

く
さ

を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
戦い
く
さ

は
７
年ね
ん

間か
ん

に
も
お
よ
び
ま
し
た
。
７
年ね
ん
め目
の
５
月が
つ

５
日か

、
坂さ
か
の
う
え

ノ
上
と
金か
な
や屋
の
間あ
い
だ
い
っ
た
い

一
帯
で
決け
っ
せ
ん戦

と
な
り
、
そ
れ
は
激は

げ

し
い
戦い
く
さ

で
、
藤ふ
じ
い
が
た

井
方

の
大た

い
し
ょ
う
お
か
べ
ひ
ち
ろ
う

将
岡
部
七
郎
が
馬う
ま

か
ら
落お

ち
て
首く
び

を

切き

ら
れ
ま
し
た
。
怒い
か

っ
た
藤ふ
じ
い
が
た

井
方
の
兵へ
い

は
槇ま
き

城じ
ょ
う

に
火ひ

を
つ
け
て
焼や

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

敵て
き
み
か
た

味
方
と
も
た
く
さ
ん
の
将し
ょ
う
へ
い兵
が
首く
び

を

切き

ら
れ
た
り
、
傷き
ず

つ
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦い

く
さ

以い
ら
い来
、
毎ま
い
と
し年
５
月が
つ

５
日か

の
夜よ
る

に

な
る
と
、
こ
の
付ふ

き
ん近
で
首く
び

の
な
い
鎧よ
ろ
い
む
し
ゃ

武
者

が
馬う

ま

に
乗の

っ
て
狂く
る

っ
た
よ
う
に
自じ
ぶ
ん分
の
首く
び

を
捜さ
が

し
て
走は
し

り
ま
わ
る
姿す
が
た

が
見み

か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

戦い
く
さ

の
あ
っ
た
坂さ
か
の
う
え

ノ
上
か
ら
金か
な
や屋
に
い
た

る
野の

を
「
剱つ
る
ぎ
の野
」
と
い
い
、
今い
ま

は
畑は
た
け

に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
剱つ

る
ぎ
の野
の
井い

ど戸

　

む
か
し
、
一ひ

と
り人
の
坊ぼ
う

さ
ん
が
剱つ
る
ぎ
の野
を
通と
お

り
か
か
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
夏な
つ

で
、
太た
い

陽よ
う

は
カ
ン
カ
ン
に
照て

り
つ
け
、
流な
が

れ
る
汗あ
せ

を
拭ふ

き
な
が
ら
一い
っ
け
ん軒
の
あ
ば
ら
屋や

に
た

ど
り
つ
き
、「
喉の

ど

が
渇か
わ

い
て
困こ
ま

っ
て
い
ま

す
。
水み

ず

を
一い
っ
ぱ
い杯
く
だ
さ
い
」
と
頼た
の

み
ま
し

た
。
家い

え

の
主ぬ
し

は
、
年と
し
お老
い
た
お
じ
い
さ
ん

で
「
こ
れ
は
旅た

び

の
坊ぼ
う

さ
ま
、
暑あ
つ

い
こ
と
で

す
。
今い

ま

、
冷つ
め

た
い
水み
ず

を
汲く

ん
で
あ
げ
ま
す

か
ら
少す

こ

し
待ま

っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
気き

軽が
る

に
言い

っ
て
手て
お
け桶
を
さ
げ
て
外そ
と

に
出で

ま
し
た

が
、
老ろ

う
じ
ん人
は
な
か
な
か
戻も
ど

っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

「
そ
ん
な
に
遠と

お

い
と
こ
ろ
ま
で
水み
ず

を

汲く

み
に
い
っ
た
の
か
」
と
思お
も

っ
て
い
る

と
、
片か

た
て手
に
水み
ず
お
け桶
を
も
ち
、
重お
も

そ
う
に

し
て
帰か

え

っ
て
き
ま
し
た
。
「
さ
あ
さ
あ
、

冷つ
め

た
い
水み
ず

で
す
。
こ
の
日ひ

で照
り
で
こ
の
辺へ
ん

の
水み
ず

は
干ひ

あ上
が
っ
て
出で

ま
せ
ん
。
た
っ
た

一い
っ
か
し
ょ

カ
所
だ
け
こ
の
北き
た

の
海う
み
べ辺
に
水み
ず

の
出で

る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
年と

し
よ寄
り
で
足あ
し

が
の

ろ
い
の
で
、
さ
ぞ
お
待ま

ち
に
な
っ
た
で
し
ょ

う
」
と
い
っ
て
水み

ず

を
す
す
め
ま
し
た
。

　

坊ぼ
う

さ
ん
は
「
老お
い

の
身み

の
水み
ず
く汲
み
、
さ
ぞ
か

し
ご
難な

ん
ぎ儀
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
お
か
げ
で
喉の
ど

も
潤う
る
お

い
ま
し
た
。
こ
の
お
礼れ
い

に
水み
ず

が
出で

る

よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
言い

っ
て
、

杖つ
え

の
先さ
き

で
地ち

を
打う

つ
と
、
不ふ

し

ぎ

思
議
に
も
水み
ず

が
こ
ん
こ
ん
と
湧わ

き
出で

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
坊ぼ

う

さ
ん
は
弘こ
う
ぼ
う
だ
い
し

法
大
師
（
空く
う
か
い海
）
で

し
た
。
今い

ま

で
も
そ
の
井い

ど戸
は
残の
こ

っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

こ
と
う
ら
の
昔

む
か
し
ば
な
し話

3

目　標

何ですか

左手を丸め、右手の人差し指をトンと
あてる。

左手を丸めて筒を作り、上方におき、
右手の人差し指をあてる。
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